
事例 小学校図画工作科（絵や立体で表す） 可茂地区（Ｉ小学校）
１ 題材について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第５学年及び第６学年の内容 Ａ表現（２） ア、イ Ｂ鑑賞

題 材 名 「未来に生きるわたし」 （全９時間）

題 材 目 標 ○将来の自分の姿を想定し、自分の思いに合わせて適切な材料や表現方法

を選んで工夫したり、新たな表現を試みたりする。

【造形への関心・意欲・態度】

○自分が活躍している場面を想像し、場所の様子やそこにあるものなどを、

工夫しながら構成し、自分らしい表現を構想する。

【発想や構想の能力】

○自分の想像した雰囲気が出るようにリアリティーを高めたり深めたりす

る材料や用具・表現方法を工夫する。 【創造的な技能】

○作品を見せ合いながら、お互いの表現や工夫を見合ったり、将来の自分

の姿について夢を広げ、仲間と話し合う。 【鑑賞の能力】

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材指導計画作成上の工夫

・いわゆる空想画としての二次元的な表現にとどまらず、立体化すること

で表現の多様性と広がりをねらう。

・４観点から、本題材の基礎的・基本的な内容を具体化し、単位時間にお

ける指導内容を明確にする。特に児童個々のリアリティーを追求するた

めの時間を保障し、支援を行う。

○単位時間における工夫

・自分の将来の夢や願望を表すことは、総合的な時間にもつながるもので

あり、自分のテーマに合わせて、図書館で本を見たり、インターネット

、 。で検索したり 町の施設を訪ねたりする中から学ばせる機会をもたせる

・ こんな感じだけど何か違う」という不明確な状態から、試行錯誤を繰「

り返しながらたどりつく喜びを味わわせるために、材料や技法を選定す

るための適切な支援を行う。

・自分が活躍する場面の動作を想定し、リアリティーを追求するために動

きや色の効果が工夫できるようにアルミ線や粘土、絵の具などの基本的

な扱い方が理解できるようにする。

・ねらいから見た児童の課題を作品や観察などから把握し、評価規準をも

とに個に応じた指導・援助ができるようにする。

参 考 資 料 ①鑑賞資料：粘土による参考作品

②指導資料：技法の選定資料



２ 題材の評価規準

ａ 造形への関心･意欲･態度 ｂ 発想や構想の能力 ｃ 創造的な技能 ｄ鑑賞の能力

、【表現】 表したいことを見つ 表したいことに合 造形作品などを
表したいことを表すために、 け、形や色、材料の特 わせて、材料や構 自分らしい見方

内 美しさを感じ取ったりしなが 徴や構成の美しさの感 成の美しさなどの や感じ方で能動
容 ら、自分の表し方で表現した じ、つくるものの用途 感じや用途を考 的に鑑賞しよさ
のご り新たな表現方法を試みたり などを考え、主題の表 え、造形感覚や創 や美しさなどに
まと するなど、表現方法の楽しさ し方を構想しデザイン 造的な工作の技能 親しむ。
との を味わおうとする。 の能力などを働かせ、 を働かせ、前学年
ま評 【鑑賞】 自分が選んだ材料や用 までに経験した用
り価 自分たちが作り出した作品や 具の特徴を生かして、 具などを生かし、
規 暮らしの中の造形作品、親し 表し方を考える。 表現に適した方法
準 みのある美術などに関心をも を組み合わせ、表

ち、その美しさや表し方のよ し方を工夫する。
さ、表し方の変化の面白さな
どを味わおうとする。

【表現】 自分が活躍している場 自分が想像した雰 作品を交流しな
題 将来の自分の姿を想定し、自 面を想像し、場所の様 囲気が出るように がら、仲間の将
材 分の思いに合わせて適切な材 子やそこにあるものな リアリティーを高 来の姿から表現
に 料や表現方法を選んで工夫し どを工夫しながら構成 めたり深めたりす 意図を読みとっ
お たり、新たな表現を試みたり し、主題に合った自分 る材料や用具・表 たり、材料や用
け しようとする。 らしい表現を構想す 現方法を工夫し、 具・表現方法の
る評 【鑑賞】 る。 動きや色の効果を 工夫の違いを認

。価 仲間の将来の姿について関心 考えて表す。 め合ったりする
規 をもち、その動きや色の効果
準 などからリアリティーを高め

たり深めたりして作品のよさ
を味わおうとする。

単 ①将来の自分の姿を表現する ①将来の自分の姿を表 ①主題を表現する ①仲間の将来の
位 ためにふさわしい材料・用 現するための場所の ために粘土の肉 姿から夢を広
時具 具や表現方法を効果的に組 設定やそこにあるも 付け 削り取り げ、想像した、 、
間体 み合わせようとする。 のをイメージして構 つまみだし、切 ことを仲間に
にの ②材料や技法の選択や組み合 想する。 り込み、接合、 話したり、伝
お評 わせなどの工夫に関心をも ②主題を効果的に表現 絵の具の混色、 えたりするこ
け価 ち、表現の違いや特徴を感 するために動きや配 重色、ぼかし、 とを通して、
る規 じ取ろうとする。 置の効果を考えて構 にじみなどの技 表現の面白さ
準 成する。 法や用具の特性 を味わう。

を効果的に生か
す。

②身の回りにある
素材を効果的に
生かしながら、
画面や立体の中
に取り入れて主
題のイメージを
ふくらませる。



３ 指導と評価の計画（全９時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○将来の自 ＜ａー①＞ ○制作カード ○現実的な姿ば
分につい 将来の自分の姿を思い描 ○将来の自 ・将来の自分 かりでなく、
て思いを き、表現方法を考える。 分の姿を を具体的な 未来を予測し

、 、 、めぐらし 表現する イメージで て 夢を広げ
効果的な ○将来の自分の姿を想像し、 ためにふ 想像してい 想像力豊かに
表現方法 制作カード に書き込む さわしい るか。 考えるように「 」 。
を選択し ○自分の考えを話したり、仲 材料・用 ・立体にする よびかける。
て自分の 間の話や教師のアドバイス 具や表現 か平面にす ○立体、平面な
思いを明 などを聞いたりして、より 方法を効 るか表現方 どの多様な参
確にする 確かなイメージをもつ。 果的に組 法を選択し 考作品を提示。

○参考作品を見て、より効果 み合わせ たか。 し、表現方法
的な表現方法を選択する。 ようとす を具体的に考

る。 える。

２ ○将来の自 ＜ｂー①＞ ○ラフスケッ ○近未来のイメ
分のイメ 将来の自分の姿のおおま ○将来の自 チ ージを表す写
ージをよ かなイメージをもつ。 分の姿を ・将来の自分 真や画像で未
り明確に 表現する の姿を中心 来の夢をふく
するため ○将来の自分の姿の簡単なラ ための場 にして場所 らむように配
にラフス フスケッチをする。 所の設定 や周りの様 慮する。
ケッチを ○自分の姿を中心にして、周 やそこに 子を具体的 ○場所やそこに
する。 りの様子がわかるように描 あるもの にイメージ あるものの具

く。 をイメー したか。 体物について
ジして構 アドバイスす
想する。 る。

３ ○ラフスケ ＜ｂー②＞ ○下書き ○場所やそこに
ッチをも イメージから材料・用具 ○主題を効 ・自分の姿や あるものにつ
とにして を選び、構成する。 果的に表 場所や配置 いて現実を超、
材料用具 現するた や動きを工 えた空想の世
を選び、 ＜平面表現＞ めに動き 夫して構成 界の広がりを
動きや配 ○用紙を選び、自分の姿や場 や配置の したか。 もたせるよう
置の効果 所やそこにあるものをイメ 効果を考 ○骨組み なアドバイス
を考えて ージして配置や動きを考え えて構成 ・アルミ線の をする。
構成する ながら構成し、下書きをす する。 特徴を生か ○ アルミ線は頭。

る。 し、肉付け 部のバランス
＜立体表現＞ や場所の設 肩幅・骨盤の
○アルミ線で骨組みをつく 定を意識し 幅を意識し、
り 頭部のバランスや肩幅 てポーズを 関節を曲げな、 、
関節を意識してポーズをつ 作ったか。 がら ポーズを
くる。麻ひもを隙間無く巻 つくる。
くことによって粘土が確実
につくようにする。

４ ○将来の自 ＜ｃー①＞ ○作品 ○自分の顔の表
５ 分の姿を 自分の姿を効果的に表現す ○主題を表 ・主題を効果 情や動きが主

効果的に る方法を考えて制作する。 現するた 的に表現す 題を効果的に
表現する めに粘土 るための彩 表現すること
ために材 ＜平面表現＞ の肉付け 色を工夫し につながるこ、
料・用具 ○絵の具の基本的な使い方 削り取り たか （平 とをアドバイ、 。
の基本的 や、混色、重色、ぼかし、 つまみだ 面） スする。
な特性を にじみなどの色の効果を工 し、切り ・肉付け、削 ○自分の服装や
生かして 夫して、未来に活躍してい 込み、接 り取り、つ 身につけてい



制作する る自分の様子がわかるよう 合、絵の まみだし、 るものを工夫。
に彩色する。 具の混色 切り込み、 するようにア、

。＜立体表現＞ 重色、ぼ 接合などの ドバイスする
○心材に粘土を肉付けしたり かし、に 技法を効果 参考になるも
削り取ったりし、さらにつ じみなど 的に活用し のを本などで
まみだしや、切り込み、接 の技法や ているか。 調べる。
合することによって動きや 用具の特 （立体）
表情を効果的に表現してい 性を効果
く。 的に生か

す。

６ ○周りの様 ＜ｃー②＞ ○制作態度 ○色の効果が現
７ 子を効果 周りの様子を効果的に表 ○身の回り ・主題を効果 れるような参
８ 的に表現 現する方法を考えて制作す にある素 的に表現す 考作品を提示

するため る。 材を効果 るための色 し、個々の作
に 、身の 的に生か の効果や身 品に生かす。

、 、回りにあ ＜平面表現＞ しながら の回りにあ ○実物の砂や土
る素材を ○明暗、寒暖、色の対比、グ 画面や立 る素材の効 オガクズやそ
効果的に ラデーションなど色の効果 体の中に 果にこだわ れに着色した
生かす。 を工夫して周りの様子を彩 取り入れて ったか。 物、霧吹きやハ

色する。 主題のイメ ンドスプレーな
○身の回りにある素材を画面 ージをふく ど身の回りにあ
に貼り付けて主題を効果的 らませる。 ○作品 る物で使えそう
に表現する。 ＜ａー②＞ ・周りの様子 なものはない

＜立体表現＞ ○材料や技法 やそこにあ か、などの工夫
○つくろうとするディテール の選択や組 るものにつ を促す。
や材質感を、資料で確認し み合わせな いてどんな ○身の回りにある
たり実際に見たりしながら どの工夫に 材料や表現 ものを効果的に、
材料や技法を考え、工夫し 関心をも 方法の工夫 生かした作品例
てつくる。 ち、表現の をしたか。 を示すことによ
○身の回りにある素材を生か 違いや特徴 り、自分の作品
しながら、組み合わせて取 を感じ取ろ に生かせそうな
り入れることにより、主題 うとする。 ことはないか考
を効果的に表現する。 え、さらに素材

の収集をうなが
す。

９ ○作品発表 ＜ｄー①＞ ○鑑賞カード ○平面・立体作
をして、 作品発表をして、そのよ ○仲間の将 ・自分や仲間 品のそれぞれ

。 、互いの作 さや将来の夢を語り合う 来の姿か の作品のよ によさがあり
品のよさ ら夢を広 さを感じ取 イメージをふ
を鑑賞す ○平面、立体どちらの表現も げ、想像 り、具体的 くらませてい
るととも それぞれよさがあることを したこと に工夫を見 ることに気付
に将来の 認め合う。 を仲間に 付けている づかせる。
夢や願い ○それぞれの表現に「リアリ 話したり か。 ○リアリティー、
について ティー」をもたせるための 伝えたり ○発言 を出すための
語り合う 工夫があることを見付け すること ・将来の夢を こだわりのあ。

る。 を通して 仲間に話し る表現を価値、
○将来の自分や仲間の姿が生 表現の面 たり、聞い 付ける。
き生きと表現されている作 白さを味 たりして夢 ○卒業文集に作
品を見て、夢を語り合う。 わう。 を語り合っ 品の写真を載

たか。 せるなど、今
後の活動に生
かしていく。



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい

・将来、自分が活躍する姿を生き生きと効果的に表現するために動きや表情、服装を具体的にイ
メージして、材料・用具の特性を考えながら技法を生かして制作することができる。

（２）本時の位置
５／９時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○将来、自分が活躍する姿を効 造形への関心・意欲・態度 ・将来の自分の姿を想【 】
果的に表現するために大切に ○将来の自分の姿をイメージ 像して実際にそのポ

導 したいことを話し合う。 して、動きや表情・服装な ーズをとってみる。
・将来の自分の姿を生き生きと ど表現への願いをもってい ・どんな表情をしてい

入 表現するためには、動きや表 る。 るかをお互いに見合
情が大切だよ。 ［発言］ う。

・どんな格好・服装をしている ・自分の願いを積極的に発表 ・どんな服装かを豊か
かということも工夫して表現 しようとしているか。 に想像させてみる。
したい。 ・努力を要する子には

【鑑賞の能力】 本の写真などを参考
将来の自分の姿を生き生き ○教師の参考作品を見て、動 にさせる。

と表現するために 動きや表情 き、表情、服装の工夫を見 ・参考作品の動き、表
服装を工夫しよう。 付けようとする。 情、服装という観点

展 ［発言］ を与えて鑑賞する。
○参考作品を鑑賞することで、 ・参考作品から動き、表情、 ・自分の将来の姿では
自分の将来のイメージに見通 服装の工夫を見つけようと どんな動き、表情、
しをもつ。 しているか。 服装をしているかを

○中心になる自分を描く （平 豊かに想像させてみ。
開 面） ＜Ｃー①＞ る。

中心になる自分を作る （立 【創造的な技能】 ・どの技法を用いたら。
体） ◎主題を表現するために粘土 よいかという選定資

・活躍している場面の自分の動 の肉付け、削り取り、つま 料を準備して、各自
き、表情、服装を意識しなが みだし、切り込み、接合、 の制作の参考にす
ら描く、作る。 絵の具の混色、重色、ぼか る。

・絵の具の混色 重色 ぼかし し、にじみなどの技法や用 ・平面、立体の表現方、 、 、
にじみなどの技法を生かす。 具の特性を効果的に生か 法によってグループ

・粘土のつまみだし 切り込み す。 別個別に技法を指導、 、
接合などの技法を生かす。 ［作品］ 援助する。

・自分の作品に材料・用具の ・努力を要する子には
特性や技法を生かして表現 師範による技法の説
しているか。 明を個別に行う。

Ａ：自分の将来の姿を動き、
表情、服装から具体的に

イメージし、材料・用具の
特性や技法を効果的に生か
して試行錯誤しながら制作

ま ○本時を振り返り、次時への見 している。
と 通しをもつ。
め ・自分の表現の願いを表すため 【鑑賞の能力】 ・動き、表情、服装の

に工夫したことを発表する。 ○自他の作品を 鑑賞し、願 観点を与えて鑑賞す
・今後の制作の見通しをもつ。 いを表現するために工夫し る。

たことを認め合う。 ・技法、用具の特性を
・動き、表情、服装について 生かす工夫を認め
工夫した点を発表したか。 る。



５ 評価の実際と個に応じる指導事例
（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜Ｃー①＞
【創造的な技能】
◎主題を表現するために粘土の肉付け、削り取り、つまみだし、切り込み、接合、絵の具の混色、重
色、ぼかし、にじみなどの技法や用具の特性を効果的に生かす。

（２）評価の実際
評価の方法

、 。・自分が将来活躍する姿を動きや表情 服装の視点から工夫しているかを机間巡視しながら評価する
また、その工夫は主題を効果的に表すためのものであるかを評価する。

・粘土の肉付け、削り取り、つまみだし、切り込み、接合、絵の具の混色、重色、にじみ、ぼかしの
技法が用いられているかを制作過程の中で評価していく。

【判断の事例】
・Ａ児は自分が将来活躍する姿を動きや表情、服装から具体的にイメージしながら、粘土で肉付け
し、削り取ったり、つまみだしたり、切り込みを入れたり、接合したりしながら技法や用具の特性
を効果的に生かして主題に迫ろうと試行錯誤しながら工夫して制作しているので、Ａと判断した。
描画についても同様で、自分の将来の姿を動きや表情、服装から具体的にイメージしながら、絵の
具を混色、重色したり、ぼかし、にじみなどを入れたりしながら技法や用具の特性を効果的に生か
して主題に迫ろうと試行錯誤しながら工夫して制作しているので、十分満足できると判断した。

・Ｂ児は、自分が将来活躍する姿を動きや表情、服装から具体的にイメージしながら、粘土で肉付け
、 、 、 、 、し 削り取ったり つまみ出したり 切り込みを入れたり 接合したりしながら制作しているので

Ｂと判断した。描画についても同様で、自分の将来の姿を動きや表情、服装から具体的にイメージ
、 、 、 、 、しながら 絵の具を混色 重色したり ぼかし にじみなどを入れたりしながら制作しているので

おおむね満足できると判断した。
・Ｃ児は自分の将来の姿を動きや表情、服装から具体的にイメージできない。また、主題に迫るため
の技法、用具の特性を生かすことができないので、努力を要すると判断した。

（３）個に応じた指導の実際（Ｂに達成しなかった児童生徒に対して）
・つまずきの傾向と指導の意図
自分の将来の姿が動きや表情、服装から具体的にイメージできないのは、思いを形象化することに
つまずきがあるととらえる。したがって具体的に形象化する意図をもって指導をすることが必要で
ある。同時に主題に迫るための技法や用具の特性を具体的に示すことも必要である。

・指導の実際
将来の自分の姿を想像して、実際にそのポーズをとらせてみる。どんな表情をしているのかをお互
いに見合わせてみるなどの指導を行う。 また、本にある写真などを参考にさせることも大切な指
導である。主題に迫るための技法については、教師の参考作品をもとにして、どこにどのような技

。 、 、 、 、法が使われたかを具体的に模造紙に描いて示す 粘土の肉付け 削り取り つまみだし 切り込み
接合、絵の具の混色、重色、ぼかし、にじみなどは実際に教師が師範演示することが効果的な指導
となる。

・児童生徒の変容
実際にポーズをとらせたり、表情を見合うことにより、どんな動きか、どんな表情かという具体的
なイメージができた。また、服装についても本の写真などを参考にすることによって具体的になっ
た。用具の特性や技法については、教師の参考作品をもとにして効果的に活用することを理解した
が、実際には個別に机間巡視する中でつまずきに応じて具体的に指導することによって技法を理解
することができた。


